
ル にはDMSOの み)をAh-Ⅰ キ ッ トに添 加 して20分 間 振

とう後 に、DEP溶 液 をAh-Ⅰ キ ッ トに添加 した。 ブ ラ ン

クにはDMSOの み を加 えた。これ以外 の測定方法 はAh-

Ⅰキ ッ トの使用 方法 に従 った。Ahレ セ プ ターの活性 は以

下 によ り求め た。

　 　　　 (%)=　 (C-D)/(A-B)×100

A:DEP+コ ン トロール の吸 光度 、B:DMSO+コ ン トロー

ル の吸光 度 、C:DEP+サ ン プルの吸 光 度 の平均 、　D:

DMSO+の サ ンプルの吸光度 の平均

Ⅲ.結 果及び考察　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

1.Ahイ ムノアッセイによるDEPとDEP抽 出液の毒

性の定量

　段階希釈 したDEP抽 出液がAh-Ⅰ で反応するか どうか

を調べた結果、濃度依存的に反応 した。 このことから、

Ah-Ⅰ はDEPの 毒性を定量で きることが示された。

　DEPの 毒性 等量 は48,000ngDEQ/gで あった。 また

DEP抽 出液では7,200pgDEQ/mlで あ った。　DEP抽 出

液 には1.11mg/mlのDEPが 含 まれているので、　DEP

抽出液は6,500ngDEQ/g含 まれていることが算出され

た。DEPがDEP抽 出液 と比べて約7倍 高い値であった。

これは、DEPは 前処理 をしているため濃度が均一な状態

であったのに対 し、DEP抽 出液は、粒子濃度が不均一 な

状態であったからと考えられた。 しか し、両者 ともAh

-Ⅰ で検出で きたことか ら、少なくともDEP中 にはAhR

を活性化させる物質が存在することが確認 された。

2.DEP抽 出液によるAhRの 活性化 に対する食品抽出

物及びフラボノイ ド類の阻害試験

　本実験に用いたフラボノイ ド類のすべてが阻害効果を

示 した。特にケルセチ ンの阻害効果が大 きかった。DHEA

も抑制効果 を示 した。食品では、緑茶抽出物は抑制効果

を示 したが、ナガイモ とニンニクではあまり抑制せず、

ガーリックパウダーやオニオ ンパ ウダーはまった く抑制

効果を示 さなかった。本実験の結果、フラボノイ ド類が

DEPに よるAhRの 活性化を阻害す ることがin　vitroで示

された。 しか し、食品として摂取 したフラボノイ ド類が、

実際 に生体内でのAhRの 活性化 に対 して阻害すること

が出来るか どうかはさらに検討が求められる。
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　　　　　貧 困か らの第一歩
－イン ド国西ベ ンガル州 の農村女性 を

　 対象 とした開発 プロジェク ト－

　 千葉 たか子1)
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③ エ ンパ ワー

I.は じめに

　本研究は、 イン ド国西ベ ンガル州の少数民族 ・サ ンタ

ル人の農村女性のためのプロジェク トを対象 としてい

る。「貧困の女性化」 とい うことばに示 されるように、

多 くの社会において、女性は貧困の結果を直接受け、生

活弱者として厳 しい状況に追い込まれる。貧困層の大き

な部分を占める女性の状況 を改善することな しには、貧

困の解消はあ り得ない。

　本発表では、サ ンタル人の女性 を対象 とした編物教室

をとりあげ、技術 を身につけることが、女性 たちにもた

らす意識変化について考察する。

Ⅱ.目 的

　発表者は、この数年、イン ド国西ベ ンガル州を中心に

「環境保全型住民参加による農村開発」 を推進 している

NGO・DRCSC　 lと連携 し活動、研究を行 っている。活動

地域であるバ ンクラ県周辺は乾燥地域で、主産業である

農業 も厳 しい現状にある。この地域に住 む少数民族のサ

ンタル人 は、イ ン ドの カース ト制度 に入 らないシ ェ

デュールカース トで、その生活は極めて厳 しく、ほとん

どの世帯はUNDP　 2基準の最貧困層3に 属 している。いう
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までもなく、教育 レベルは低 く、特に、女子の場合、ほ

とんどが小学1年 か2年 で ドロップアウ トしている。就

業機会はほとん どな く、低賃金の 日雇い労働(砕 石、道

路工事 など)な どしかない。DRCSCは 、これ らの土地

なし農民の生活向上 をめざし、現在、バ ンクラ県に多目

的教育センターを設立 し、村の現状調査 と並行 して、成

人識字教室、青年男女を対象にした夜間学校、保育園活

動 などを行っている。

　サ ンタル人女性の多 くはまた、上記のような貧困に加

え、家庭 においては配偶者による 日常的な暴力 にさらさ

れるなど、悲惨 な状況にある。彼女たちを対象 とした開

発プロジェク トは、なによりもエ ンパ ワーメントを重視

したものであることが肝要である。

　本研究では、編物 とい う技術 を身につけることが、女

性た ちの内部 にまき起 こす意識変化 に注 目し、開発 と

ジェンダーを考察するものである。

Ⅲ

.研 究の経過

　女性 を対象 としたプロジェク トとして、DRCSCが 取 り

組んできたのは、識字教室、母親を対象 とした健康教室

や家庭菜園の推進と栄養改善などがある。これらの活動

に加え、2003年 からは、保育園に関わる母親や村の若い

女性 を対象に編物、裁縫技術指導などの導入 を始めた。

バ ンクラ県の冬 は寒 く、気温が摂氏10度 前後 まで下が

る4。寒 さをしの ぐ暖かな衣類が不足 している貧困層の家

庭の女性が編物や裁縫の技術指導を受けることは、現在

充分 な衣服 に恵まれていない子 どもたちに、自分たちの

手作 りで最低必要 な衣類 を準備で きることを可能にす

る。

　編物教室の回を重ね、時間経過 とともに彼女たちの意

識が変化 していく様 を参与観察 してい く。

Ⅳ.結 果

　編物教室は、これまでに2003年3月 および2003年8月

の2回 開催 した。

1.編 物教室の経過

　第一回目の教室に集 まったのは17人 である。全 くの初

心者が多かったので、糸 と針の もち方、表編みなどの編

み方の基礎から始めた。作品を仕上げることは、達成感、

成就感を味わい、次の過程への意欲 を引 き出すので、一

番単純な襟巻き作成 を目標 とした。この回を終えるにあ

た り、「最低一つ、襟巻 きを完成」することを目標 とし

た。また、編物経験がある者 と上達の早かった者 を8人

選び出し、彼 らが リーダーとなり一人当 り2人 の初心者

に編物を教 え、「最低一つ、襟巻 きを完成」 させること

を課題 とした。

　第二回目までの課題達成の状況は8人 中7人 合格で、

かなり高い達成率 と考える。仕上が りも全 くの初心者の

作品 としては申 し分ないで きであった。

　二回目は、裏編み、裏編み、そ してゴム編みの修得で

あった。 しかし、一回目に来た リーダー格の女性は3名

で、全 くの初心者が28人 近 く参集 し、リーダーだけの指

導には困難があった。ただ、リーダーたちは十分な技術

を身につけていたので、今回の目標である目の増減があ

るポンチ ョ作成を三回目までの宿題 とした。

2.女 性たちの変化

　 女性 たちはこの編物技術修得 に意欲的 に挑戦 してい

る。家族 に対 し、暖かい衣類を提供するとい うことは、

家族に対する女性たちの責任を自覚的にさせ、家庭にお

ける自分たちの位置を確保させ ることにつなが る。そこ

か ら培われる自信は一人一人の意識 を変えてい く。すな

わち、エンパ ワーメントである。

3.今 後につなげて

　 編物 は、高度な技術 よりもむ しろ忍耐を要する作業で

ある。一目一目をこなしてい く女性たちのひたむきさに

は脱帽するものがある。女性が外で働 くことを好 まない

文化的な背景 もあ り、家庭 においてで きる編物は、歓迎

される。編物を通 して家族 に対する責任 を自覚的に し、

自尊感情 を育み、さらなる生活の質向上への意欲 を引 き

出すことが期待 される。

　 編物技術が向上すれば収入源開発にもつなが り、生活

の向上に寄与す ることを意識化できることが期待 され、

女性たちの意欲 を育てることが重要なねらいとなる。さ

らには、これらの技術 を通 じて女性たちのグループが作

られ、現金収入向上活動につながれば、村全体の生活向

上にもつながってい くことが期待 される。

　 また、女性たちの収入が家計 に占める割合がたとえ低

くとも、家族 を支える担い手の一人であるとい う事実を

作 り上げること、それが家庭内における女性の地位 を保

障 し、ひいては社会の重要な構戒員であることを明確に

してゆく。このことは、社会に根づ くジェンダー差別を

解消する道への貴重な一歩となるのである。
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一日1US$以 下の収入

インドでは、低温による凍死者が出ることは珍しくない。慢性的

な栄養不足の身体では低温に耐えられず、2003年 の冬には千人単

位での死者が出ている。
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